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第
43
回
中
央
社
保
学
校
が
、

10
月
15
日
～
17
日
の
日
程
で

神
奈
川
県
横
浜
市
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

第
43
回
中
央
社
保
学
校
は
、

安
倍
暴
走
政
権
に
よ
る
戦
争

す
る
国
づ
く
り
、
社
会
保
障

総
改
悪
が
一
体
と
な
っ
て
推

し
進
め
ら
れ
る
も
と
で
、
２

年
目
を
迎
え
る
「
安
全
・
安

心
の
医
療
・
介
護
を
求
め
る

大
運
動
」
を
前
進
さ
せ
る
た

め
の
中
心
に
「
大
学
習
運
動
」

を
位
置
づ
け
開
催
さ
れ
る
も

の
で
す
。

社
保
学
校
の
内
容
は
、
情

勢
に
見
合
っ
た
学
習
講
演
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
社
会
保
障

基
礎
講
座
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
な
ど
多
彩
な
内
容
に
な
っ

て
お
り
、
明
日
か
ら
の
運
動

に
役
立
つ
企
画
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。
あ
わ
せ
て
、
社
保
運

動
に
携
わ
る
み
な
さ
ん
の
交

流
の
場
と
し
て
も
位
置
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

東
京
社
保
協
は
、
中
央
社

保
学
校
を
秋
の
大
学
習
運
動

の
中
心
企
画
と
し
て
位
置
付

け
、
各
団
体
・
地
域
の
数
多

く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
呼
び

か
け
る
も
の
で
す
。

参
加
費
は
、
１
人
１
日
２

０
０
０
円
、
３
日
間
通
し
参

加
で
６
０
０
０
円
で
す
。

（
最
終
面
参
照
）
別
途
、
参

加
申
し
込
み
用
紙
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
学
校
の
宣
伝
と

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

戦
争
法
案
の
廃
案
と
安
倍
政
権
の
退
陣
を
求
め
る

「
国
会
10
万
人
・
全
国
１
０
０
万
人
大
行
動
」
が

８
月
30
日
に
行
わ
れ
、
国
会
議
事
堂
周
辺
及
び
霞
ヶ

関
・
日
比
谷
公
園
周
辺
で
は
12
万
人
を
超
え
る
人

で
あ
ふ
れ
か
え
り
、
戦
争
法
案
に
反
対
す
る
最
大

の
行
動
に
な
り
ま
し
た
。

国
会
正
門
前
や
国
会
図
書
館
前
、
日
比
谷
公
園
霞
門

前
は
、
あ
ふ
れ
た
参
加
者
で
歩
道
も
車
道
も
埋
め
尽
く

さ
れ
、
身
動
き
で
き
な
い
人
の
海
と
な
り
ま
し
た
。

国
会
正
門
前
で
は
、
野
党
４
党
首
が
「
国
会
論
戦
と

国
民
の
圧
倒
的
運
動
で
廃
案
を
め
ざ
そ
う
」
と
訴
え
、

作
家
の
森
村
誠
一
さ
ん
や
音
楽
家
の
坂
本
龍
一
さ
ん
な

ど
が
次
々
に
マ
イ
ク
を
握
り
ま
し
た
。
「
戦
争
法
案
絶

対
反
対
」
「
安
倍
政
権
は
た
だ
ち
に
退
陣
」
の
コ
ー
ル

が
繰
り
返
し
行
わ
れ
、
「
戦
争
法
案
ノ
ー
」
の
決
意
を

固
め
る
行
動
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
日
は
、
全
国
１
千
カ
所
、
東
京
で
は
国

会
前
以
外
に
15
カ
所
（
数
十
万
人
）
で
行
動
・
集
会
が

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
総
が
か
り
実
行
委
員
会
で
は
、

引
き
続
き
９
月
８
日
か
ら
の
大
宣
伝
や
国
会
行
動
・
座

り
込
み
行
動
を
提
起
し
て
い
ま
す
。
「
安
倍
政
権
を
倒

す
ま
で
」
行
動
を
や
り
抜
き
ま
し
ょ
う
。



７
月
31
日
、
「
八
王
子
の
介
護
を
よ

く
す
る
会
」
が
八
王
子
社
保
協
を
母
体

に
、
民
主
団
体
や
介
護
事
業
所
、
労
働

組
合
な
ど
10
団
体
が
参
加
し
て
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

「
会
」
は
手
始
め
に
、
介
護
保
険
法

の
改
悪
と
介
護
報
酬
引
き
下
げ
が
実
施

さ
れ
、
介
護
事
業
所
の
存
廃
を
含
め

「
介
護
崩
壊
」
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
中

で
、
介
護
事
業
所
へ
の
「
介
護
保
険
制

度
改
定
の
影
響
に
関
わ
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」
を
実
施
し
て
、
そ
の
結
果
を
ふ

ま
え
て
対
市
・
対
都
・
対
政
府
に
要
望

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
八
王

子
地
域
で
介
護
事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト
を

本
格
的
に
実
施
す
る
の
は
初
め
て
の
こ

と
で
す
。

調
査
は
、
15
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
圏
域
ご
と
に
、
介
護
事
業
業
種
と

し
て
実
績
の
あ
る
「
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
」
「
訪
問
介
護
事
業
所
」
「
通
所

介
護
事
業
所
」
「
認
知
症
対
応
型
通
所

介
護
事
業
所
」
「
認
知
症
対
応
型
共
同

生
活
介
護
事
業
所
」
「
介
護
老
人
福
祉

施
設
」
な
ど
１
９
９
カ
所
を
対
象
に
、

８
月
中
旬
か
ら
郵
送
及
び
訪
問
調
査
を

行
い
、
10
月
中
に
ま
と
め
、
11
月
に
対

市
交
渉
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
介
護
を
よ
く
す
る
会
報
告
よ
り
）

渋
谷
社
保
協
は
、
８
月
18
日
に
第
24

回
総
会
を
開
催
し
50
人
が
参
加
し
ま
し

た
。総

会
は
、
戦
争
法
案
の
審
議
が
続
く

中
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
平

和
あ
っ
て
の
社
会
保
障
運
動
と
い
う
こ

と
か
ら
、
安
倍
政
権
の
「
戦
争
す
る
国

づ
く
り
を
止
め
た
い
」
「
戦
争
法
案
は

廃
案
に
」
と
い
う
熱
気
に
つ
つ
ま
れ
ま

し
た
。

福
井
会
長
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
民
主

党
区
議
団
の
治
田
学
議
員
、
共
産
党
区

議
団
の
牛
尾
真
巳
議
員
か
ら
あ
い
さ
つ

を
受
け
、
東
京
社
保
協
の
寺
川
慎
二
事

務
局
長
か
ら
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
受
け

ま
し
た
。

嘉
瀬
事
務
局
長
が
活
動
総
括
・
方
針

を
提
案
し
、
議
会
請
願
活
動
で
介
護
請

願
、
保
育
請
願
が
区
議
会
で
採
択
さ
れ

る
と
い
う
成
果
を
報
告
。
な
ん
で
も
相

談
会
で
は
「
生
活
が
苦
し
い
と
い
う
声

が
増
え
、
社
会
保
障
の
充
実
が
求
め
ら

れ
て
い
る
」
な
ど
の
活
動
総
括
を
行
い

ま
し
た
。
活
動
方
針
で
は
、
新
地
域
支

援
事
業
に
よ
る
要
支
援
者
の
切
り
捨
て

を
さ
せ
な
い
取
り
組
み
や
、
国
保
・
生

保
の
改
善
な
ど
、
地
域
で
社
会
保
障
改

悪
を
許
さ
な
い
た
た
か
い
を
提
起
し
ま

し
た
。

討
論
で
は
、
代
々
木
法
律
の
生
駒
弁

護
士
が
、
「
毎
回
弁
護
士
を
相
談
会
に

派
遣
し
て
き
た
。
相
談
が
絶
え
な
い
」

と
発
言
。
守
る
会
か
ら
は
、
「
こ
の
７

月
か
ら
住
宅
扶
助
費
が
削
減
さ
れ
た
が
、

家
賃
の
高
い
渋
谷
に
住
め
な
く
な
る
の

で
削
減
を
止
め
さ
せ
た
い
」
、
広
尾
病

院
を
守
る
会
か
ら
は
、
「
国
は
入
院
ベ
ッ

ト
の
削
減
を
都
に
押
し
付
け
た
。
医
療
・

介
護
を
受
け
る
権
利
が
ど
ん
ど
ん
侵
害

さ
れ
て
い
る
」
、
新
婦
人
か
ら
は
、

「
８
月
で
公
民
住
宅
は
廃
止
さ
れ
た
。

跡
地
に
福
祉
施
設
を
建
て
さ
せ
た
い
」

と
発
言
し
ま
し
た
。

討
論
を
受
け
、
総
括
・
方
針
案
、
予

算
・
役
員
体
制
な
ど
を
全
体
で
確
認
し

ま
し
た
。

第
２
部
の
記
念
講
演
で
は
、
後
藤
道

夫
氏
（
都
留
文
科
大
学
名
誉
教
授
）
を

講
師
に
「
安
倍
社
会
保
障
改
革
の
ね
ら

い
と
運
動
の
課
題
～
医
療
・
介
護
を
中

心
に
」
と
題
し
て
学
習
し
ま
し
た
。

後
藤
氏
は
、
特
異
な
歴
史
観
を
持
ち
、

戦
争
す
る
国
づ
く
り
へ
の
邁
進
、
反
福

祉
国
家
主
義
を
持
つ
安
倍
首
相
だ
か
ら

こ
そ
、
そ
の
実
行
を
保
守
層
か
ら
期
待

さ
れ
て
い
る
の
が
安
倍
暴
走
政
治
の
背

景
と
し
て
あ
る
こ
と
を
指
摘
。
安
倍
政

権
の
社
会
保
障
改
革
は
、
社
会
保
障
の

縮
小
で
あ
り
、
「
国
は
生
活
保
障
を
し

な
い
」
と
い
う
思
想
の
下
で
、
公
的
扶

助
を
私
的
扶
助
に
、
公
的
保
険
を
ど
ん

ど
ん
切
り
下
げ
て
い
く
こ
と
を
基
本
路

線
に
し
て
い
る
。

財
務
省
は
公
費
削
減
の
た
め
、
経
産

省
は
、
医
療
・
介
護
を
市
場
化
し
金
儲

け
の
場
に
す
る
、
こ
う
い
う
２
つ
の
目

的
を
達
成
さ
せ
る
立
場
か
ら
厚
労
省
に

改
革
を
迫
っ
て
い
る
の
が
従
来
の
「
改

革
」
と
違
う
点
で
あ
る
と
強
調
し
ま
し

た
。

（
渋
谷
社
保
協
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）
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７
月
22
日
・
８
月
26
日
に
、
55
・

56
回
の
「
無
料
・
い
の
ち
・
く
ら

し
・
雇
用
、
な
ん
で
も
相
談
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
「
な
ん

で
も
相
談
」
は
、
実
行
委
員
会
が

主
催
し
て
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
は
、
医
療
機
関
へ
の

受
診
相
談
や
、
「
家
の
中
を
荒
ら

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
元
カ
レ

が
合
鍵
を
持
っ
た
ま
ま
だ
か
ら
怪

し
い
」
「
行
方
不
明
だ
っ
た
統
合

失
調
症
の
息
子
が
発
見
さ
れ
、
精

神
病
院
に
入
院
に
な
っ
た
」
と
い

う
報
告
。
法
律
相
談
で
は
、
セ
ク

ハ
ラ
・
残
業
代
未
払
い
、
相
続
問

題
、
離
婚
、
知
人
へ
の
貸
付
金
が

戻
っ
て
こ
な
い
、
な
ど
幅
広
い
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
相
談
会
に
は
、
病
院
職
員
、

弁
護
士
、
議
員
、
学
生
な
ど
、
毎

回
20
人
近
く
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
し

支
え
て
い
ま
す
。

（
事
務
局
長

塚
本

晴
彦
）

７
月
４
日
、
生
存
権
裁
判
を
支

え
る
東
京
連
絡
会
の
第
９
回
総
会

が
89
人
の
参
加
で
板
橋
グ
リ
ー
ン

カ
レ
ッ
ジ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
記
念
講
演
と
し
て
、
東
京

社
保
協
の
寺
川
慎
二
事
務
局
長
が

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ

で
も
、
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介

護
を
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
「
子
ど
も
の
貧
困
」

「
年
金
裁
判
提
訴
」
の
特
別
報
告

と
各
地
域
か
ら
の
報
告
を
受
け
交

流
し
ま
し
た
。

な
お
、
総
会
に
お
い
て
新
事
務

局
長
に
東
京
社
保
協
の
寺
川
事
務

局
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
生
存
権
事
務
局

中
野

謙
司
）

８
月
26
日
に
17
団
体
44
人
が
参

加
し
、
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
反

対
連
絡
会
」
結
成
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
連
絡
会
に
は
、
中
央
社

保
協
・
東
京
社
保
協
も
参
加
し
ま

す
。結

成
総
会
で
は
、
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
の
法
的
問
題
点
」
と
題

し
て
、
日
弁
連
情
報
問
題
対
策
委

員
会
委
員
長
の
坂
本
円
弁
護
士

（
自
由
法
曹
団
）
の
講
演
を
受
け
、

９
団
体
が
討
論
・
決
意
表
明
を
行

い
ま
し
た
。

中
央
社
保
協
の
山
口
事
務
局
長

か
ら
、
社
保
協
を
代
表
し
て
「
医

療
・
介
護
の
解
体
攻
撃
が
激
し
く

な
る
中
で
、
社
会
保
険
料
・
窓
口

負
担
・
利
用
料
の
負
担
増
と
給
付

削
減
の
道
具
と
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
活
用
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

社
保
協
と
し
て
も
、
学
習
・
宣
伝

の
強
化
と
連
絡
会
に
結
集
し
て
運

動
を
広
げ
た
い
」
と
決
意
を
の
べ

ま
し
た
。

東
京
社
保
協
と
し
て
も
、
社
会

保
障
改
悪
反
対
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
守
る
立
場
か
ら
運
動
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
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